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３
月
4
日
か
ら
開
会
さ
れ
た
平

成

年
松
崎
町
議
会
第
１
回
定
例

２６
会
に
お
い
て
、
町
長
が
新
年
度
の

施
政
方
針
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し

た
の
で
、
そ
の
要
旨
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

町
長
施
政
方
針（
要
旨
）

平
成

年
第
１
回
松
崎
町
議
会

２６

定
例
会
の
開
会
に
当
た
り
、
町
政

運
営
に
関
す
る
所
信
の
一
端
を
申

し
あ
げ
ま
す
。

平
成

年
度
の
予
算
編
成
に
お

２６

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
行
財

政
の
合
理
化
に
努
め
つ
つ
、
前
年

度
に
引
き
続
い
て
「
平
成
の
花
と

ロ
マ
ン
の
ふ
る
里
づ
く
り
」
を
基

本
理
念
に
、
昨
年

月
に
加
盟
が

１０

承
認
さ
れ
た
「
日
本
で
最
も
美
し

い
村
」
連
合
の
趣
旨
で
あ
る
、
自

ら
の
地
域
に
誇
り
を
も
っ
て
自
立

し
、
将
来
に
渡
っ
て
美
し
い
地
域

で
あ
る
た
め
、
小
さ
く
て
も
輝
く

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
を
目
指
し
た
地
域

づ
く
り
施
策
の
展
開
、「
安
心
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
た
地

震
津
波
対
策
等
の
防
災
対
策
を
喫

緊
の
課
題
と
し
て
取
り
組
む
こ
と

と
し
ま
し
た
。

「
一
人
ひ
と
り
が
主
役
と
な
り
活

力
と
安
ら
ぎ
と
感
動
の
あ
る
町
」

を
掲
げ
て
始
ま
っ
た
、
第
５
次
総

合
計
画
も
２
年
目
を
迎
え
、
今
回

の
実
施
計
画
の
見
直
し
に
よ
り
、

事
業
で

億
円
余
り
の
事
業
が

６９

４８

計
画
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、

平
成

年
度
は

件
で

億
円
余

２６

５９

１６

り
の
ま
ち
づ
く
り
が
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。
基
本
計
画
の
６
本
の
柱

で
あ
る
「
地
域
が
一
体
と
な
っ
た

産
業
が
盛
ん
な
ま
ち
づ
く
り
」、

「
健
や
か
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
」、「
防
災
・
防

犯
対
策
が
充
実
し
た
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
」、「
自
然
と
調
和
し
快
適

な
環
境
が
整
っ
た
ま
ち
づ
く
り
」、

「
未
来
を
担
う
人
材
を
育
む
ま
ち

づ
く
り
」、「
多
様
な
主
体
が
協
働

で
進
め
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
確
実

に
進
め
、
計
画
に
掲
げ
た
将
来
像

を
求
め
て
い
き
ま
す
。

で
は
、
平
成

年
度
の
施
策
の

２６

実
施
に
つ
い
て
、
た
だ
今
の
総
合

計
画
に
沿
っ
て
主
な
も
の
を
申
し

あ
げ
ま
す
。

「
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
産
業
が

盛
ん
な
ま
ち
づ
く
り
」
へ
の
対
応

町
内
産
業
は
、
大
変
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
お
り
、
当
町
を
訪
れ

る
流
動
観
光
客
数
も
年
々
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成

年
２４

度
は
わ
ず
か
な
が
ら
増
加
に
転
じ

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
本
年
２
月
に

は
、
東
駿
河
湾
環
状
道
路
が
開
通

し
、
東
名
高
速
道
路
と
伊
豆
半
島

を
結
ぶ
国
道
の
ア
ク
セ
ス
向
上
が

図
ら
れ
ま
し
た
。広
域
な
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に
よ
り
、
関
東
・

静
岡
方
面
と
伊
豆
地
域
の
連
携
が

強
化
さ
れ
、
観
光
・
防
災
面
等
で

大
き
く
期
待
さ
れ
ま
す
。

観
光
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
本

年
度
も
公
衆
ト
イ
レ
の
整
備
を
引

き
続
き
行
う
こ
と
と
し
、
散
策
路

整
備
や
牛
原
山
町
民
の
森
の
再
整

備
計
画
等
を
進
め
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

画
的
な
農
地
利
用
、
農
地
集
約
等

に
も
利
用
で
き
る
よ
う
農
地
台
帳

の
整
備
を
進
め
、
農
地
情
報
管
理

シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
地
籍
調
査
に
つ
い
て
は
、

県
か
ら
専
任
の
職
員
を
派
遣
し
て

い
た
だ
き
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
力

を
入
れ
て
対
応
し
ま
す
。

商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

融
資
資
金
に
対
す
る
利
子
補
給
や

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
を
継
続
し
、

商
工
業
者
等
の
経
営
の
安
定
を
図

り
ま
す
。

「
健
や
か
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
へ
の
対
応

少
子
高
齢
化
や
家
族
形
態
の
変

化
に
伴
い
、
地
域
間
の
つ
な
が
り
、

相
互
扶
助
意
識
が
低
下
し
て
い
ま

す
。
町
に
住
む
誰
も
が
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
助
け
合
い
、
支
え
合

い
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

平
成

年
度
は
、
平
成

年
度

２６

２５

に
実
施
し
た「
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
策
定
ニ
ー
ズ
調
査
」

に
基
づ
い
た
、
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
や
関
連
施
策
の
計
画
策

定
に
入
り
ま
す
。

ま
た
、
保
育
時
間
延
長
に
よ
る

両
親
へ
の
負
担
軽
減
や
就
労
等
の

確
保
、
教
育
ロ
ー
ン
の
利
子
補
給

を
本
年
度
か
ら
行
い
、
子
育
て
へ

農
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
計

建て替えが予定されている
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対
策
を
中
心
と
し
た
、
津
波
避
難

タ
ワ
ー
の
整
備
、
自
主
防
資
機
材

の
充
実
等
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、避
難
路
に
お
け
る
ブ
ロ
ッ

ク
塀
の
補
強
・
撤
去
、
屋
内
の
転

倒
防
止
等
に
係
る
補
助
に
つ
い
て

は
、
避
難
路
確
保
の
重
要
性
を
周

知
し
、
普
及
に
努
め
ま
す
。

防
犯
灯
も
、
避
難
路
上
の
も
の

に
つ
い
て
は
、
機
器
の
更
新
に
合

わ
せ
て
蓄
電
池
型
の
設
置
を
検
討

し
ま
す
。

「
自
然
と
調
和
し
た
快
適
な
環
境

が
整
っ
た
ま
ち
づ
く
り
」へ
の
対
応

道
路
網
や
水
道
等
の
生
活
基
盤

整
備
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

豊
か
な
松
崎
の
自
然
を
次
世
代
に

引
き
継
ぐ
た
め
の
環
境
保
全
へ
の

取
り
組
み
等
、
自
然
と
調
和
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

水
道
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
対

策
の
一
環
と
し
て
、
水
道
事
業
基

本
計
画
に
基
づ
い
た
石
綿
管
改
良

を
進
め
る
た
め
の
調
査
の
実
施
、

施
設
改
良
で
は
、
配
水
池
緊
急
遮

断
弁
整
備
に
よ
る
地
震
防
災
対
策

の
強
化
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
町

道
の
法
面
や
土
工
構
造
物
の
総
点

検
の
実
施
、
橋
梁
の
耐
震
補
強
工

事
や
掛
け
替
え
に
係
る
設
計
委
託

の
実
施
等
に
よ
り
、
生
活
基
盤
の

整
備
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
日
本
で
最
も
美
し
い
村

づ
く
り
事
業
の
初
年
度
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
事
業
の
推
進
母
体
と
な

る
推
進
委
員
会
の
設
置
、
景
観
計

画
の
策
定
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

す
で
に
、
町
民
有
志
に
よ
る
「
松

崎
町
ま
ち
づ
く
り
や
ろ
う
じ
ゃ
協

議
会
」
も
活
動
を
し
て
お
り
、
町

と
し
て
も
庁
内
で
の
体
制
づ
く
り

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

教
育
環
境
が
整
う
も
の
と
期
待
を

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
引
き
続
き
、
児
童
生
徒

の
教
育
環
境
の
充
実
を
図
る
観
点

か
ら
国
際
理
解
力
教
育
推
進
と
し

て
、
外
国
人
に
よ
る
英
語
教
育
や

英
語
に
接
す
る
機
会
を
増
や
す
こ

と
や
、
特
別
支
援
教
員
も
予
算
を

増
額
し
て
対
応
し
ま
す
。

社
会
教
育
に
つ
い
て
は
、
講
演

会
等
の
開
催
を
通
し
て
文
化
に
触

れ
る
機
会
の
提
供
や
、
生
涯
学
習

講
座
の
開
設
に
よ
り
、
多
く
の
人

の
参
加
を
呼
び
掛
け
、
充
実
し
た

社
会
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

「
多
様
な
主
体
が
協
働
で
進
め
る

ま
ち
づ
く
り
」
へ
の
対
応

町
が
一
つ
と
な
っ
て
、
同
じ
方

向
へ
進
ん
で
い
け
る
よ
う
、
住
民

参
画
の
促
進
や
交
流
活
動
を
行
う

こ
と
で
、
町
民
、
事
業
者
、
行
政

等
多
様
な
主
体
に
よ
る
協
働
で
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

昨
年

月
、「
日
本
で
最
も
美
し

１０

い
村
」
連
合
へ
の
加
盟
が
承
認
さ

れ
た
こ
と
は
、
先
輩
諸
氏
の
ま
ち

づ
く
り
の
結
晶
が
承
認
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ま
す
。

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
協

働
の
意
識
を
そ
れ
ぞ
れ
が
持
ち
、

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
一
歩
を

踏
み
出
す
機
会
を
創
出
し
ま
す
。

333

の
支
援
を
強
化
し
ま
す
。

地
域
福
祉
の
理
解
を
深
め
る
た

め
、
福
祉
教
育
の
推
進
と
し
て
中
・

高
校
生
へ
の
支
援
や
協
力
、
介
護

教
室
等
の
開
催
を
行
う
な
ど
し
、

地
域
サ
ロ
ン
の
充
実
化
、
地
域
福

祉
リ
ー
ダ
ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

活
動
を
支
援
し
ま
す
。

健
康
対
策
面
で
は
、
こ
れ
ま
で

行
っ
て
き
た
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
等
の
予

防
接
種
事
業
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
各
種
検
診
の
受
診
率
向
上
、

生
活
習
慣
改
善
を
目
指
し
て
、
健

康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
を
展
開
し
、

町
民
の
健
康
保
持
に
努
め
ま
す
。

「
防
災
・
防
犯
対
策
が
充
実
し
て

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」
へ
の
対
応

町
の
地
域
総
合
防
災
計
画
の
全

面
見
直
し
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
作
成
を
進
め
、
地
震
津
波

「
未
来
を
担
う
人
材
を
育
む
ま
ち

づ
く
り
」
へ
の
対
応

郷
土
に
根
付
い
た
子
ど
も
た
ち

が
育
つ
よ
う
、
家
庭
、
学
校
、
地

域
が
連
携
し
、
地
域
全
体
で
未
来

を
担
う
人
材
を
育
み
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
全
て
の
人
の
学
習
、

文
化
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
等
の

支
援
を
進
め
ま
す
。

教
育
施
設
整
備
に
向
け
て
の
準

備
の
年
と
位
置
付
け
、
幼
稚
園
、

学
校
給
食
共
同
調
理
場
に
係
る
調

査
委
託
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
県
の
支
援
を
受
け
、
学

校
教
育
指
導
主
事
の
配
置
が
可
能

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
質
の
高
い

ま
た
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
も

平
成

年
度
か
ら
２
人
体
制
と
し
、

２６

棚
田
保
全
活
動
や
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
推
進
等
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
地
域
と
行
政
の
連
携
強
化
を

期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
ま
で
申
し
あ
げ
た
施
策
等

を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
優
先
順

位
の
選
択
や
、
効
果
・
効
率
的
等

の
内
容
の
精
査
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
確
実
な
財
源
の
裏
付

け
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
従

来
に
も
増
し
て
、
行
財
政
の
合
理

化
、
健
全
化
に
努
め
ま
す
。

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

松崎町まちづくりやろうじゃ協議会活動の様子

町の歴史を感じる景観の一つ

「なまこ壁」

特定健診の結果説明会
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■
一
般
会
計
当
初
予
算
の
概
要

予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
例

年
に
引
き
続
き
行
財
政
運
営
の
合

理
化
に
努
め
つ
つ
、「
安
心
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
」
を
最
優
先
課
題
と

し
、「
平
成
の
花
と
ロ
マ
ン
の
ふ
る

里
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
と
し
た

各
種
施
策
の
積
極
的
な
推
進
を
図

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算
の
総
額
は

億
３５

１,
５
０
０
万
円
で
前
年
度
比
２
億

８
０
０
万
円
減
（
５
・
６
㌫
減
）

と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
で
は
、
公
債
費
や
人
件
費

等
の
義
務
的
経
費
を
減
と
し
た
一

方
で
、
補
助
費
や
扶
助
費
の
充
実

を
図
っ
た
堅
実
型
予
算
と
な
り
ま

し
た
。

【
歳

入
】

町
税
は
約
６
億
７,
２
０
０
万
円

（
前
年
度
比
約
７
０
０
万
円
減
）

で
減
収
傾
向
が
続
い
て
お
り
、
諸

収
入
や
使
用
料
も
入
館
施
設
の
不

振
か
ら
軒
並
み
前
年
度
よ
り
も
減

収
と
な
る
厳
し
い
も
の
と
な
り
ま

し
た
。
不
足
す
る
財
源
は
財
政
調

整
基
金
１
億
６,
２
０
０
万
円
等
を

取
り
崩
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。

財
源
比
率
は
、
自
主
財
源

・
３５

１
㌫
、
依
存
財
源

・
９
㌫
と
な

６４

り
、
依
然
と
し
て
地
方
交
付
税
等

国
の
施
策
に
よ
る
増
減
影
響
を
受

け
や
す
い
不
安
定
な
財
政
状
況
に

あ
り
ま
す
。

【
歳

出
】

「
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」
施

策
の
主
な
も
の
は
、
松
崎
地
区
へ

の
津
波
避
難
タ
ワ
ー
整
備
、
防
災

行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
事
業
、
新

川
橋
・
常
盤
大
橋
等
橋
梁
耐
震
補

強
補
修
事
業
等
の
地
震
津
波
対
策

に
引
き
続
き
取
り
組
む
と
と
も
に
、

時
間
体
制
の
健
康
医
療
電
話
相

２４談
事
業
や
教
育
ロ
ー
ン
利
子
補
給

事
業
、
奨
学
金
貸
付
制
度
の
見
直

し
、
保
育
園
で
の
保
育
時
間
の
延

長
等
く
ら
し
の
安
心
に
も
配
慮
し

た
事
業
を
積
極
的
に
展
開
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

「
平
成
の
花
と
ロ
マ
ン
の
ふ
る
里

づ
く
り
」
施
策
と
し
て
は
、「
日
本

で
最
も
美
し
い
村
事
業
」
の
推
進

体
制
の
整
備
や
景
観
計
画
の
策
定

を
行
い
、引
き
続
き
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
事
業
を
中
心
と
し
た

積
極
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
が
、
各
事
業
の

効
果
・
優
先
度
を
検
討
し
、
無
駄

を
省
い
た
効
率
的
な
財
政
運
営
に

努
め
ま
す
。

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

町税
６億７.22０万円
１9.1％

分担金及び負担金
2,979万円 ０.9％

使用料及び手数料
７,39２万円 ２.1％

財産収入 ３41万円 ０.１％
寄附金 49万円 ０.0％繰入金

2億2,14２万円
6.3％

繰越金 １億円 ２.9％

諸収入
１億3,13２万円 3.7％

地方譲与税 ２,７００万円 ０.8％

利子割交付金１６0万円０.0％
配当割交付金１0０万円０.０％
株式等譲渡所得割交付金

１0０万円０.０％

地方消費税交付金
8,4００万円2.4％

自動車取得税交付金
400万円０.1％

地方特例交付金
１2０万円０.０％

交通安全対策特別交付金
５0万円 ０.０％

地方交付税
１4億3,０0０万円

4０.7％

町債
2億8,07０万円
8.0％

国庫支出金
２億5,990万円
7.4％

平平平
成

年
度

２６

一
般
会
計
当
初
予
算

平平平
成成

年年
度度

２２６６

一
般
会
計
当
初
予

一
般
会
計
当
初
予
算算

平平平
成成

年年
度度

２２６６

一
般
会
計
当
初
予

一
般
会
計
当
初
予
算算

平成26年度 町の予算

県支出金
1億9,155万円
５.5％

歳入
35億1,500万35億1,500万円円

依存財源
６4.9％

自主財源
３5.1％
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平成２６年度会計別予算平成２６年度会計別予算額額
総額 ６２億９，５６２万総額 ６２億９，５６２万円円

※会計ごと表示単位未満を四捨五入したもので、

その合計と総額は一致していません。

担当課事業概要事業費事業名

総 務 課津波避難タワー整備事業（松崎地区）8,030津波避難タワー整備事業

産業建設課新川橋・常盤大橋の耐震補強補修事業5,600橋梁耐震補強補修事業

総 務 課移動系無線局デジタル化事業4,523デジタル防災行政無線（移動系）整備事業

企画観光課国道136号沿いの街灯整備2,603松崎温泉郷散策路改修事業

企画観光課美しい村推進委員会設置、景観計画策定等1,035日本で最も美しい村づくり事業

教育委員会幼稚園建設に係る基本設計・地質調査917幼稚園建設事業

教育委員会学校給食共同調理場建設に係る基本設計・地質調査597学校給食共同調理場建設事業

総 務 課津波・土砂災害を包含した総合的なハザードマップ作成450ハザードマップ作成事業

健康福祉課屋上手摺等設置工事411総合福祉センター屋上手摺設置事業

企画観光課牛原山町民の森の再整備計画の作成250牛原山町民の森整備計画策定事業

健康福祉課貸付額の大幅増額236奨学金貸与事業（貸付額増額）

健康福祉課町民を対象とした24時間対応の電話相談事業108健康・医療相談事業

健康福祉課教育ローンに係る利子補給事業90教育資金利子補給事業

健康福祉課早朝または夕方の保育時間の延長65長時間保育事業

健康福祉課
健康に係る取り組みをポイント化し、ポイントに応じて
優遇制度有

41健康マイレージ事業

一般会計 主な新規事業等
（単位：万円）

総務費
５億49万円
１4.2％

議会費
6,016万円
1.7％

農林水産
業費

2億1,45５万円
6.1％

土木費
２億１,289万円
6.1％

民生費
8億3,9８2万円
２3.9％

衛生費
４億8,646万円
１3.9％

商工費
２億3,895万円
6.8％

消防費
３億6,622万円
１０.4％

教育費
２億7,4８３万円
７.8％

公債費
３億263万円
8.6％

諸支出金 0.2万円 0.0％
予備費 1,000万円 0.3％

災害復旧費
800万円 0.2％

歳出
35億1,500万35億1,500万円円

一般会計･････････････････････････････････････３5億1，5００万円

水道事業会計････････････････････････････････１億6，751万円

温泉事業会計･･････････････････････････････････････６，991万円

町営宿泊施設
伊豆まつざき荘事業会計･･･････････３億3，540万円

国民健康保険特別会計･････････････１２億1，9００万円

介護保険特別会計･･･････････････････････８億4，168万円

後期高齢者医療特別会計････････････１億１，207万円

岩地集落排水事業特別会計･････････････････777万円

石部集落排水事業特別会計･････････････････528万円

雲見集落排水事業特別会計･･････････････２，200万円
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補補補
助
制
度
の
概
要

平
成

年
度
町
民
の
方
を
対
象
と
し
た

２６

補補
助
制
度
の
概

補
助
制
度
の
概
要要

い
ず
れ
の
補
助
制
度
も
事
業
着
手
前
に
申
請
等
が
必
要
で
す
。
概
要
の
み
の

ご
紹
介
で
す
の
で
、
詳
細
は
担
当
課
で
ご
確
認
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

一
定
の
金
融
機
関
か
ら
教
育
資

金
を
借
り
入
れ
た
方
ま
た
は
公
共

的
機
関
か
ら
奨
学
金
の
貸
与
を
受

け
た
方
に
、
利
子
補
給
を
し
ま
す
。

【
補
助
対
象
】

・
松
崎
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、

町
内
に
居
住
し
て
い
る
方

・
前
年
に
お
け
る
世
帯
の
年
間
所

得
金
額
が
７
７
０
万
円
以
下
の

方
・
償
還
実
績
表
提
出
時
に
町
税
等

を
完
納
し
て
い
る
方

【
補
助
金
額
】

借
入
者
が
当
該
年
度
中
に
支
払
っ

た
利
子
の
う
ち
年
率
３
・
０
㌫
以

内
の
額

※
「
松
崎
町
奨
学
金
貸
付
制
度
」

に
つ
い
て
も
、
貸
付
金
額
等
が

変
更
さ
れ
ま
し
た
。
詳
細
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

住
宅
改
修
の
工
事
費
を

㌫
以

２０

内
（
限
度
額

万
円
）
で
補
助
し

２０

ま
す
。

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

介
護
保
険
の
要
支
援
、
要
介
護

認
定
を
受
け
て
い
る
方
が
、
手
す

り
の
取
り
付
け
や
段
差
解
消
等
を

行
う
場
合
、
工
事
費

万
円
を
上

２０

限
に
給
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

設
置
す
る
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
の
最
大
出
力
の
値
に
５
万
円
を

乗
じ
て
得
た
額
（
限
度
額

万
円
、

２０

１,
０
０
０
円
未
満
の
端
数
が
生
じ

た
と
き
は
切
り
捨
て
）
を
補
助
し

ま
す
。

【
問
合
せ
】

生
活
環
境
課
（
４
２
）
３
９
６
９

一
般
住
宅
（
店
舗
や
別
荘
は
対

象
外
）
で
、
浄
化
槽
を
新
設
ま
た

は
、
設
置
替
え
を
す
る
場
合
に
補

助
し
ま
す
。

昭
和

年
５
月

日
以
前
の
旧

５６

３１

建
築
基
準
で
建
て
ら
れ
た
在
来
木

造
住
宅
は
、
無
料
で
わ
が
家
の
専

門
家
診
断
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
わ
が
家
の
専
門
家
診
断

の
結
果
を
基
に
、
耐
震
補
強
計
画

を
作
成
す
る
場
合
、
補
助
が
あ
り

ま
す
。

そ
の
耐
震
補
強
計
画
に
基
づ
い

た
耐
震
補
強
工
事
に
は
、
補
助
が

あ
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

産
業
建
設
課
（
４
２
）
３
９
６
５

災
害
時
要
援
護
世
帯
は
対
象
経

費
の
2
─
3
以
内（
限
度
額
４
万
円
、

一
般
世
帯
は
対
象
経
費
の
１
─
２
以

内
（
限
度
額
３
万
円
）
を
補
助
し

ま
す
。

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
事
業

地
震
発
生
時
に
倒
壊
の
危
険
性

の
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
、
石
塀
等
の

撤
去
（
限
度
額

万
円
）

１０

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
改
善
事
業

フ
ェ
ン
ス
等
の
安
全
な
塀
へ
の

造
り
変
え
や
既
存
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀

を
金
具
等
に
よ
り
補
強
す
る
工
事

（
限
度
額

万
円
）

２５

※
い
ず
れ
の
事
業
も
道
路
に
面
し

て
い
る
も
の
に
限
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

新
設
の
場
合
は
、経
費
の
１
─
２

（
限
度
額
３
万
円
）
、
ブ
ロ
ッ
ク

塀
を
撤
去
す
る
場
合
は
、
延
長
１

㍍
（
ブ
ロ
ッ
ク
塀
高

㌢
以
上
）

８０

に
つ
き
２,
０
０
０
円
（
限
度
額
３

万
円
）
の
上
乗
せ
を
補
助
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世

６５
帯
（
住
民
基
本
台
帳
の
世
帯
員
が

す
べ
て

歳
以
上
の
世
帯
）
の
方

６５

が
、
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
場

合
、
１
世
帯
に
つ
き
１
個
（
電
池

式
の
も
の
）
設
置
す
る
費
用
（
※

限
度
額
あ
り
）
を
補
助
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

【
助
成
対
象
】

次
の
要
件
に
す
べ
て
該
当
す
る
夫
婦

○
不
妊
治
療
へ
の
医
師
の
診
断
が

あ
る
こ
と

○
申
請
日
に
１
年
以
上
継
続
し
て

松
崎
町
に
住
民
登
録
が
あ
る
こ
と

○
医
療
保
険
法
の
被
保
険
者
ま
た

は
被
扶
養
者
で
あ
る
こ
と

○
夫
婦
お
よ
び
同
一
世
帯
に
属
す

る
全
員
に
町
税
等
の
滞
納
が
な

平
成

年
度
新
規
補
助
制
度

２６

住
宅
に
関
す
る
補
助
制
度

住
宅
改
修
事
業
補
助
金

住
宅
用
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
設
置
事
業
補
助
金

介
護
保
険
に
よ
る
住
宅
改
修

耐
震
補
強
に
対
す
る
補
助
金

家
庭
内
家
具
等
固
定
推
進

事
業
補
助
金

生
垣
づ
く
り
奨
励
補
助
金

合
併
処
理
浄
化
槽
設
備

整
備
事
業
補
助
金

く
ら
し
に
関
す
る
補
助
制
度

住
宅
用
火
災
警
報
器設

置
補
助
金

ゴ
ミ
減
量
化
対
策
補
助
金

医
療
に
関
す
る
助
成
制
度

不
妊
治
療
費
助
成

設置替え新 設区 分

４１４,０００３３２,０００５人槽

５１６,０００４１４,０００７人槽

６８４,０００５４８,０００１０人槽

（円）補 助 金 額

松
崎
町
教
育
資
金
利
子
補
給
金

【
問
合
せ
】

生
活
環
境
課
（
４
２
）
３
９
６
９

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
耐
震
改
修

促
進
事
業
補
助
金

生
ゴ
ミ
処
理
機
購
入
費
の
１
─
２

（
限
度
額
２
万
円
）を
補
助
し
ま
す
。

コ
ン
ポ
ス
タ
ー
（
生
ゴ
ミ
処
理

容
器
）の
設
置
は
、
設
置
者
個
人
負

担
金
１,
５
７
０
円
（
１
基
）
で
す
。

【
問
合
せ
】

生
活
環
境
課
（
４
２
）
３
９
６
９
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い
こ
と

【
対
象
治
療
】

○
一
般
不
妊
治
療

○
特
に
必
要
と
認
め
る
治
療

○
特
定
不
妊
治
療

【
助
成
金
額
の
対
象
】

○
対
象
治
療
の
う
ち
、
医
療
保
険

法
適
用
後
の
自
己
負
担
額
。（
交

通
費
、
入
院
費
等
除
く
）

○
静
岡
県
特
定
不
妊
治
療
費
補
助

金
の
補
助
を
受
け
た
場
合
は
、

当
該
額
を
控
除
し
た
額

【
助
成
金
額
】

助
成
金
額
の
対
象
の
１
─
２

○
１
回
の
限
度
額
（
一
般
・
特
に

必
要
と
認
め
る
不
妊
治
療
２
万

円
、
特
定
不
妊
治
療

万
円
）

１５

○
年
度
内
限
度
額
（
一
般
・
特
に

必
要
と
認
め
る
不
妊
治
療

万
１０

円
、
特
定
不
妊
治
療

万
円
）

３０

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

次
の
要
件
に
す
べ
て
該
当
す
る

場
合
、
保
険
給
付
の
対
象
と
な
る

医
療
費
の
自
己
負
担
分
を
助
成
し

ま
す
。

○
中
学
３
年
生
（

歳
に
達
す
る

１５

日
以
降
の
最
初
の
３
月

日
）

３１

ま
で
の
子
ど
も
の
保
護
者

○
子
ど
も
と
保
護
者
の
住
民
票
が

松
崎
町
に
あ
る
こ
と

松
崎
町
に
お
住
ま
い
の
所
得
税

非
課
税
世
帯
の
う
ち
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方
の
保
険
給
付

の
対
象
と
な
る
医
療
費
の
自
己
負

担
分
を
助
成
し
ま
す
。

○

歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
し
て
い

２０る
母
子
家
庭
の
母
と
そ
の
児
童

○

歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
し
て
い

２０る
父
子
家
庭
の
父
と
そ
の
児
童

○
両
親
の
い
な
い

歳
未
満
の
児

２０

童
※
児
童
の

歳
の
誕
生
日
の
前
日

２０

の
属
す
る
月
の
末
日
ま
で
と
な

り
ま
す
。

※
入
院
時
の
食
事
療
養
費
は
、
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

【
助
成
対
象
】

○
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
お
よ
び

２
級
の
方

○
内
部
障
害
３
級
の
方

○
療
育
手
帳
Ａ
を
お
持
ち
の
方

○
特
別
児
童
扶
養
手
当
１
級
に
該

当
す
る

歳
未
満
の
方

２０

○
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

級
の
方

【
助
成
金
額
】

１
医
療
機
関
に
つ
き
、
１
カ
月

５
０
０
円
の
自
己
負
担
額
を
差
し

引
い
た
金
額

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

松
崎
町
に
住
所
が
あ
り
、
次
の

要
件
に
す
べ
て
該
当
す
る
方
に
、

接
種
費
用
の
う
ち
、
３,
０
０
０
円

を
助
成
し
ま
す
。（
※
生
活
保
護
の

方
は
、
接
種
費
実
費
を
助
成
）

○
接
種
日
に
お
い
て
、
満

歳
以

６５

上
の
方

○
過
去
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
が
な

い
方
、
ま
た
は
、
再
接
種
で
医

師
が
必
要
と
認
め
た
期
間
（
５

年
以
上
）
を
経
過
し
て
い
る
方

○
脾
臓
摘
出
者
・
公
害
認
定
者
で

は
な
い
方

○
任
意
接
種
で
あ
る
こ
と
を
認
識

し
、
接
種
を
希
望
す
る
方

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

独
立
・
自
営
就
農
時
の
年
齢
が
、

原
則

歳
未
満
で
あ
り
、
農
業
経

４５

営
者
と
な
る
こ
と
に
つ
い
て
の
強

い
意
欲
を
有
し
て
い
る
こ
と
、
農

地
の
所
有
権
ま
た
は
利
用
権
を
有

し
て
い
る
こ
と
等
の
要
件
を
満
た

し
た
方
に
給
付
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

産
業
建
設
課
（
４
２
）
３
９
６
５

【
問
合
せ
】

産
業
建
設
課
（
４
２
）
３
９
６
５

荒
れ
た
農
地
を
再
生
す
る
作
業

経
費
（

万
円
以
上
が
対
象
）
に

１０

対
し
、
ほ
ぼ
耕
作
者
の
負
担
な
し

で
再
生
作
業
が
で
き
ま
す
。

※
自
分
の
農
地
を
再
生
す
る
場
合

は
、
補
助
対
象
外
で
す
。

【
問
合
せ
】

産
業
建
設
課
（
４
２
）
３
９
６
５

新
た
に
狩
猟
免
許
を
取
得
す
る

方
に
、
狩
猟
免
許
試
験
手
数
料
の

全
額
を
補
助
し
ま
す
。

鳥
獣
被
害
防
止
の
た
め
、
電
気

柵
や
防
護
柵
等
を
設
置
す
る
場
合

は
、
材
料
費
の
１
─
２
以
内
（
上
限

万
円
）
を
補
助
し
ま
す
。

１０【
問
合
せ
】

産
業
建
設
課
（
４
２
）
３
９
６
５

【
問
合
せ
】

産
業
建
設
課
（
４
２
）
３
９
６
５

農
畜
産
物
の
放
射
性
物
質
を
検

査
機
関
に
委
託
す
る
場
合
に
、

委

託
費
用
の
１
─
２
以
内（
限
度
額
１

万
円
）
を
助
成
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

産
業
建
設
課
（
４
２
）
３
９
６
５

母
子
家
庭
等
医
療
費
助
成

こ
ど
も
医
療
費
助
成

重
度
障
害
者（
児
）医

療
費
助
成

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
助
成

農
業
に
関
す
る
助
成
制
度

青
年
就
農
給
付
金

農
業
後
継
者
対
策
奨
励
金

耕
作
放
棄
地
緊
急
対
策
事
業

有
害
鳥
獣
対
策
事
業
補
助
金

農
地
活
用
条
件
整
備
対
策

事
業
助
成
金

農
畜
産
物
等
放
射
性
物
質

検
査
助
成
事
業

農業後継者対策奨励金額一覧表

奨励金の額区 分

２４０,０００円単 身 者
後 継 者

４２０,０００円夫婦で従事

４８０,０００円単 身 者
新規参入者

８４０,０００円夫婦で従事

農地活用条件整備対策事業助成金

助成率等助成の対象

経費の１／２以内とし、
３０万円が限度額になり
ます。

田のコンクリートあぜの
設置または撤去

農業用機械器具の購入
※新規就農者（５０歳以下）に限る

その他有効な事業で
町長が認めたもの

１ 機械器具の購入対象は、耕作面積１０週以上に使用するものであること。

２ 過剰なる整備および機械器具の購入はできない。

３ 同一申請者に対して、当該年度の助成金の交付は１回限りとする。

○
子
ど
も
が
医
療
保
険
の
対
象
者

と
な
っ
て
い
る
こ
と

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６
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僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵

松松松

崎崎

文文

芸芸

禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦

ま
た
、
同
じ
く
３
月
定
例
会
で

は
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
議
案
お
よ
び
教
育
委

員
の
任
命
議
案
も
提
出
さ
れ
ま
し

た
。固

定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
に
山
本
和
彦
氏
（
道
部
）、
教
育

委
員
に
渡
邉
昌
平
氏
（
山
口
）
を

再
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
全
員
賛

成
で
議
会
の
同
意
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

煙 煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙

歳
か
ら
２
割
負
担
と
な
る
方

７０は
、

歳
ま
で
と
比
べ
て
上
限

６９

額
が
下
が
り
ま
す
。

○
４
月
１
日
ま
で
に

歳
の
誕
生

７０

日
を
迎
え
て
い
る
方

（
誕
生

日
が
昭
和

年
４
月
１
日
以
前

１９

の
方
）
は
、
４
月
以
降
も
医
療

費
の
窓
口
負
担
は
１
割
の
ま
ま

変
わ
り
ま
せ
ん
。（
※
一
定
以

上
の
所
得
が
あ
る
方
は
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
３
割
負
担
）
窓

口
負
担
の
毎
月
上
限
額
も
変
わ

り
ま
せ
ん
。

な
お
、
対
象
者
の
方
へ
は
新
し

い
高
齢
受
給
者
証
を
３
月
下
旬
に

発
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

４
月
１
日
以
降
に
病
院
を
受
診

さ
れ
る
際
は
、
新
し
い
受
給
者
証

を
お
持
ち
の
上
、
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

副
町
長
に
佐
藤

光
氏

町
議
会
３
月
定
例
会
に
お
い
て
、

副
町
長
の
選
任
議
案
が
提
出
さ
れ
、

賛
成
多
数
で
佐
藤
光
氏
が
副
町
長

に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

佐
藤
氏
は
静
岡
県
職
員
で
、
４

月
１
日
付
け
で
副
町
長
に
就
任
し

ま
し
た
。

副町長に就任した佐藤氏

≪退 職≫３月３１日付け

総務課長 金刺 英夫

会計管理者 加藤 豪一

教育委員会事務局共同調理場

山本 陽子

教育委員会事務局共同調理場

高橋 節子

≪採 用≫４月１日付け

峰 輪 細田 競太

生活環境課公営企業室

伏 倉 鈴木 啓介

企画観光課まちづくり推進係

北 区 小嶋 希衣子

窓口税務課戸籍窓口係

伊東市 鈴木 勇武

窓口税務課納税係

【問合せ】総務課（４２）３９６３

町職員の退職・採用

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
6

【
見
直
し
の
趣
旨
】

歳
か
ら

歳
の
方
の
窓
口
負

７０

７４

担
は
、
法
律
上
２
割
負
担
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
特
例
措
置
で
、
こ

れ
ま
で
１
割
負
担
と
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
平
成

年
度
か
ら
、
よ
り

２６

公
平
な
仕
組
み
と
す
る
た
め
、
こ

の
特
例
措
置
が
見
直
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、
高
齢

の
方
の
生
活
に
大
き
な
影
響
が
生

じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
４
月
２

日
（
水
）
以
降
、

歳
の
誕
生
日

７０

を
迎
え
る
方
か
ら
段
階
的
に
実
施

さ
れ
ま
す
。

【
見
直
し
内
容
】

○
４
月
２
日
（
水
）
以
降
に

歳
７０

の
誕
生
日
を
迎
え
る
方
（
誕
生

日
が
昭
和

年
４
月
２
日
以
降

１９

の
方
）
は
、

歳
の
誕
生
月
の

７０

翌
月
の
診
療
か
ら
窓
口
負
担
が

２
割
に
な
り
ま
す
。（
※
一
定
以

上
の
所
得
が
あ
る
方
は
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
３
割
負
担
）
な
お
、

窓
口
負
担
に
は
毎
月
の
負
担
上

限
額
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

－

短

歌－

山
本
し
づ
子

中

村

宣

子

飯

野

ふ

さ

堀

岡

洋

子

平
野
も
み
子

ち
ゃ
ん
づ
け
に
呼
び
く
る
る
声
の
す
る
里
の
み
ち

人
も
老
い
た
り
わ
れ
も
老
い
た
り

あ
き
ら
め
て
ゐ
し
東
京
の
町
を
行
く

足
ど
り
か
ろ
く
夢
の
中
に
て

物
置
に
未
だ
ね
む
れ
る
品
じ
な
を

捨
て
た
く
も
有
り
捨
て
た
く
も
無
し

障
子
に
映
る
木
の
葉
の
影
の
飛
ぶ
さ
ま
に

七
十
余
年
を
重
ね
て
ゐ
た
り

地
震
の
と
き
父
の
姿
あ
り
し
は
夢
の
中

あ
の
世
に
あ
り
て
も
気
遣
ひ
く
れ
る
か

町
の
人

町
の
人
事事

歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら

歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健
康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康
保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険
被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被
保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者

歳
か
ら

歳
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの

７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００７０

７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４７４

窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓
口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口
負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負負
担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担
がががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががが
見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見
直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直直
ささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささ
れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ
まままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままま

窓
口
負
担
が
見
直
さ
れ
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
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花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
の
再
盛
を

３
月
中
旬
、
さ
ん
さ
ん
松
崎

の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

宮
内
に
あ
る
苗
場
で
、
花
の
苗

約
８
千
本
の
種
ま
き
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
花
の
苗
は
、
こ
れ
か
ら

約
２
カ
月
間
、
さ
ん
さ
ん
松
崎

の
皆
様
に
水
や
り
や
移
植
等
を

し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
育
て

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
う
し
て
育
て
ら
れ
た
苗
は
、

６
月
初
旬
に
各
地
区
の
花
壇
に

届
け
ら
れ
、
管
理
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
皆
様
に
よ
っ
て
、

彩
り
等
を
考
え
て
い
た
だ
き

な
が
ら
植
え
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

町
で
は
、
こ
の
よ
う
に
管

理
さ
れ
て
い
る
花
壇
を
評
価

す
る
機
会
を
設
け
、
毎
年
、

最
も
花
壇
を
管
理
す
る
の
が

難
し
い
８
月
に
、審
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。

審
査
で
は
、
町
内
の
花
壇

を
１
日
か
け
て
回
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
視
点
か
ら
採
点
す
る

た
め
、
管
理
さ
れ
て
い
る
皆

様
に
お
話
を
伺
っ
て
い
ま
す
。

ど
の
地
区
の
皆
様
も
花
壇

を
管
理
す
る
た
め
協
力
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
育
ま
れ
、
素
晴
ら
し
い
笑
顔

を
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
活
動
が
、
松
崎
町

が
推
進
し
て
い
る
花
と
ロ
マ
ン

の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
原
点
で

あ
り
、「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」

に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
、
会

員
の
高
齢
化
等
の
た
め
、
参
加

団
体
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

私
は
、
花
壇
づ
く
り
を
通

じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
醸
成

す
る
こ
と
が
、
提
唱
し
て
い

る
平
成
の
花
と
ロ
マ
ン
の
ふ

る
さ
と
づ
く
り
の
土
台
に
な

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
団
体

や
企
業
、
個
人
の
グ
ル
ー
プ

の
皆
様
に
こ
う
し
た
趣
旨
を

ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
の
再
盛
を

図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

松
崎
町
長

齋
藤

文
彦

～～～まちのできごと～～～～まちのできごとまちのできごと～～

町長室からこんにちは ◯５2

3/1～7

春の全国火災予防運動

各地区では、春の全国火災予防運動に合わせ、
火災発生時に迅速な初期消火活動が実施される
ように、消防団員の指導による消火栓取扱い訓
練が行われました。

２/23

富士山ビューウォーキング

町内の富士山ビューポイントを巡るウォーキ
ングが行われました。あいにく富士山は雲に隠
れがちでしたが、参加者は、時折顔を出す富士
山の景色を楽しみながら歩きました。

3/8

津波避難訓練

津波浸水想定地域では、夜間の地震発生を想
定した津波避難訓練が実施されました。参加者
は、午後７時の訓練放送に合わせ、津波避難ビ
ルや高台へ避難しました。

２/23

ふれあいスポーツ講演会

環境センター文化ホールでは、元サッカー日
本代表・松木安太郎さんを講師に「負けてたま
るかサッカー人生～夢、まっしぐら～」と題し、
講演会が開催されました。
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広
報
ま
つ
ざ
き

〒
四
一
〇－

三
六
九
六

静
岡
県
賀
茂
郡
松
崎
町
宮
内
三
〇
一
ノ
一

緯〈
〇
五
五
八

〉
四
二－

三
九
六
四

胃〈
〇
五
五
八

〉
四
二－

三
一
八
三

発
行

静
岡
県
松
崎
町

編
集

企
画
観
光
課

印
刷

㈲
山
本
印
刷

二十一世紀 松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

町の人口と世帯

総人口 ７，４34人（－１４人）

男 ３，５25人（－６人）

女 ３，９09人（－８人）

世帯数 ３，０70戸（＋２戸）

転 入 ８人 転 出 １５人

出 生 ０人 死 亡 ７人

（平成２6年2月28日現在）
（ ）内は前月比

松崎町ホームページアドレス http://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

人身事故 ３件 （＋２）

物損事故 １０件 （－３）

死 者 ０人 （±０）

傷 者 ３人 （＋２）

二
〇
一
四
年
四
月
一
日
発
行

通
刊

第

五

九

九

号

平成２6年２月発生分

（ ）内は前年同月比

戸戸戸籍籍だよだよりり
（（２２月届出分月届出分））

～～
あ
な
た

～
あ
な
た
もも
賢賢
い
消
費
者
に

い
消
費
者
に

～～

町 の 交 通 事 故

芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

◯◯２２７７

ススス
ト
ッ
プ
！

ススス
トト
ッ
プ
ッ
プ
！！
悪
質
商
法
被
害

悪
質
商
法
被
害

地

域

交

流

通

信

冬
の
安
曇
は
雪
が
多
く
降
り
、

一
面
銀
世
界
と
な
り
ま
す
。

そ
の
雪
を
利
用
し
て
ス
キ
ー
等

の
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

む
の
も
一
興
で
は
あ
り
ま
す
が
、

今
回
は
少
し
違
っ
た
楽
し
み
方
を

紹
介
し
ま
す
。

皆
様
は
、
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
。
洋
風
の
カ
ン

ジ
キ
と
も
言
え
る
こ
の
道
具
は
、

雪
深
い
場
所
で
足
を
埋
め
ず
に
、

雪
上
を
歩
け
る
よ
う
に
す
る
も
の

で
す
。
こ
れ
を
使
っ
て
雪
上
散
歩

を
楽
し
む
の
が
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ツ

ア
ー
で
す
。
こ
の
ツ
ア
ー
は
上
高

地
や
乗
鞍
高
原
等
、
特
に
雪
深
い

場
所
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ツ
ア
ー
へ
は
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
と
ス

ト
ッ
ク
を
用
意
す
れ
ば
参
加
で
き
、

雪
の
上
を
歩
く
の
み
な
の
で
特
別

な
技
術
も
必
要
な
く
、
老
若
男
女

問
わ
ず
に
気
軽
に
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

安
曇
公
民
館
で
は
、
２
月

日
２２

に
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ツ
ア
ー
を
企
画

し
、
９
人
の
参
加
者
と
共
に
乗
鞍

高
原
で
雪
上
散
歩
を
楽
し
み
ま
し

た
。当

日
は
雲
一
つ
な
い
快
晴
で
、

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を
楽
し
む
に
は
絶

好
の
日
和
と
な
り
ま
し
た
。ツ
ア
ー

に
は
２
人
の
ガ
イ
ド
が
付
き
、
冬

の
乗
鞍
高
原
の
雪
や
植
物
に
つ
い

て
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
説
明

し
て
も
ら
っ
た
他
、
雪
深
い
坂
を

駆
け
下
り
る
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ダ
ウ

ン
ヒ
ル
や
凍
り
つ
い
た
滝
の
目
前

ま
で
行
く
等
、
貴
重
な
体
験
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

安
曇
は
、
季
節
に
よ
っ
て
ま
っ

た
く
違
う
表
情
を
見
せ
る
地
区
で

す
。
ぜ
ひ
、
四
季
折
々
の
表
情
を

見
に
、
安
曇
へ
お
越
し
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
安
曇
公
民
館

青
?
和
幸
）

松
本
市
安
曇
地
区
か
ら

乗乗
鞍
高
原

乗
鞍
高
原
でで

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ツ
ア
ー

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ツ
ア
ー
！！

地

域

交

流

通

信

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
は
、
日
用
雑

貨
品
、
書
籍
、
ペ
ッ
ト
、
果
て
は
自
動
車
ま
で
も

取
り
引
き
さ
れ
て
い
ま
す
。
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
は
、
う
ま
く
利
用
す
れ
ば
欲
し
か
っ
た
商
品
を

格
安
で
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
等
の
メ
リ
ッ
ト

は
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
①
こ
れ
ま
で
の
出
品
者
に
対
す
る
他

の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
参
加
者
の
評
価
や
、
出
品
者
自

身
の
自
己
紹
介
等
、
限
ら
れ
た
情
報
に
よ
っ
て
相

手
の
信
頼
性
を
確
認
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
、
②

商
品
に
つ
い
て
は
手
に
取
っ
て
確
認
で
き
る
わ
け

で
は
な
く
提
供
さ
れ
て
い
る
画
像
か
ら
判
断
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
画
像
に
写
ら
な
い
角
度

に
傷
が
あ
る
等
、
商
品
の
状
態
の
確
認
に
は
限
界

が
多
い
等
の
問
題
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、「
お
金
を
払
っ
た
の
に
商
品
が
届

か
ず
相
手
と
も
連
絡
が
取
れ
な
く
な
っ
た
」、「
欠

陥
が
見
つ
か
っ
た
の
に
、
修
理
に
応
じ
て
く
れ
な

い
」
等
と
い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
も
散
見
さ
れ
ま
す
。

ネ
ッ
ト
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は

こ
の
よ
う
な
デ
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と

も
十
分
に
認
識
し
た

上
で
の
利
用
を
考
え

る
べ
き
で
し
ょ
う
。

（
文
と
絵
）
司
法
書
士

山
田

茂
樹

【
問
合
せ
】
企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

「
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
」

スノーシューツアー

※この欄に掲載を希望されない場合は、
お申し出ください。

届出人年齢氏 名地 区

勝 由６８美 橋 直 子石 部

富 由 喜７１田 中 元山 口

常 男９４石田とみ子江奈２

辰 五 郎８３齋 藤 り よ岩 地

智 秋６６萩 原 次 郎中 区

おくやみ申し上げます（死亡）


